
井出 哲 博士の研究業績概要 
 

 井出 哲 博士はこれまで、データ解析や数値シミュレーションの手法を用いることに

よって、地震の震源で起きている現象を様々な角度から研究してきた。その主な研究成

果は、以下の３つに大別される。 
 

1. 地震の動的破壊プロセスの解明 

 地下の岩盤の破壊を伴う摩擦すべりである地震を理解するには、地下で何が起きたか

を正確に知る必要がある。井出博士は、そのための手法である「断層すべりインバージ

ョン法」を開発し、様々な地震に適用してきた。さらに単純なデータ解析にとどまらず、

断層すべりモデルと地震時の応力条件、破壊・摩擦法則との関係を詳細に研究し、モデ

ルから摩擦法則を推定する方法[7]、エネルギーバランスを評価する方法[13]を開発し

てきた。地震を動的プロセスとして理解できることは、個々の地震の本質を理解する際

に有利である。この観点から、東北沖地震後、直ちにこの地震の本質的特徴（複数の破

壊の位置、海溝近傍の大きな破壊すべり、周波数依存する二面性）を解明することがで

きた[51]。 

 

2. 地震のスケール法則の解明 

 井出博士は極微小地震から超巨大地震まで、自らデータを分析し地震の性質を明らか

にしてきた[6-10,18,21]。特に、地震波動エネルギーと地震モーメントの比がマグニチ

ュード-3から8の範囲で一定と見なせることを示した論文[11]は、地震のエネルギー効

率に関する代表的研究として多数の引用を受けている。また、地震が微小サイズから巨

大地震まで成長する際の時間発展を詳細に分析する手法を開発し [31]、巨大地震の成

長プロセス自体がスケールに依存しない可能性を指摘した[38]。これらの研究から、地

震は不均質ながらも幅広いスケール不変性を持つ現象であることを示唆するとともに、

これが井出博士らの提案した階層的不均質モデル[23,39]によって矛盾無く説明できる

ことを示した。このモデルは東北沖地震についても有効であることが証明され[53,57]、

地震学研究の新しいパラダイムとして注目されている。 

 

3. 「ゆっくり地震」の震源プロセスの解明 

 井出博士は、21世紀になって世界中で発見された「ゆっくり地震」についても革新的

な研究を行い、この現象が沈み込むプレートのすべり運動を反映したものであることを

突き止めるとともに[26,27,29]、様々な現象の地震モーメント率が一定[30]、エネルギ

ー放出率が一定[34]であるという２つのスケール法則を発見し、様々な現象が一つの確

率過程に従うシステムの異なる周波数帯域での観察結果である可能性を示した[36]。さ

らに、一般化した微動推定手法を用いて世界各地における微動を解析し、沈み込み帯の

普遍的な理解への道を開いた[42,55]。また、微動の分布や移動様式と過去数百万年の

プレート運動の対応を明らかにし、微動の分布から長い時間スケールの変動や大規模構

造の議論が可能であることを指摘した[42]。 

 

 以上のように、井出博士は、地震科学分野で、多くの優れた研究成果を挙げており、

国内外から極めて高い評価を受けている。また、教育面においても、多数の講義、演習

を担当するとともに、学部生、大学院生への熱意溢れる指導にも定評があり、理論と観

測の両面から高度な教育活動を展開できる人材として、高く評価されている。 
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